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10万件を越えるwwwサイトがあるとし、われる現在、主な会社、官公庁、教育研究
機関ばかりでなく、個人やサークルレベルで発信で、きるようになった。その内容のバラ
エティーは千差万別だが、丁度本屋に行って立ち読みする感覚で、サイトをのぞける
ようになっτくると、当然人気不人気がでてくる。情報には、発信する側の社会的責任
も生じるようになる。長崎大学医学部も昨年12月に正式発信を開始した。「正式Jとし、
う言葉は、公的立場での発信とし、う意味と内部のコンセンサスが得られているとし、う前
提を含んで、いる。そのためには、然るべきの合意手続きが必要となる。
ホームページ作成の要請は教授会から医学部情報処理委員会に対し行われた。こ
の委員会は公式のものである。そこで、私がホームページの作成担当になり、具体的
な発信手順を考えることになった。その作業の中で、情報処理関係の学内組織と学部
内組織の関係を整理し、学部内での意志決定の合理的方法について模索した(下図、
平成8年6月時点)。
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長崎大学総合情報処理センター運営委員会
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長崎大学学内および医学部内情報処理関係組織
コンセンサスをとる作業としては、組織としての意志決定機構を活用するのが一般的
であるが、「インターネットとはど、うしづ場なのかJrホームページとはどうしづ性質のもの
かJとし、うことの理解を構成員が同等に理解しているとしづ基本則が成り立っているか
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どうか不明である。かとし、って、わかっているものだけで作り勝手に発信すると「公式Jと
いう言葉が意味を持たない。そこで、学部内組織機構に準じ、各講座、附属施設、事
務部より代表を選出していただき、医学部電子情報発信(ホームページ作成)委員会
を発足させた。 30名を越える人たちが集まり、関心も高く、熱気を感じた。そこでは、ホ
ームページを通常出版物の電子版とし、う大枠でくくり、基本的な編集方針案を作り、で
きるだけ多くの人たちに閲覧してもらい、修正変更を加えながら発信準備をするとし、う
方法をとるという方向付けを行うことができた。
本委員会の機能は医学部情報処理委員会の下部組織として、医学部ホームページ
原案の編集方針案を策定し、医学部ホームページ原案作成の実務を総括し推進する
ことにある。また、講習会等を通して医学部ホームページを実際に作成する人たちへ
の技術的な情報の公開、提供を図り、ホームページ作成後も定期的にページ内容に
関する議論を行い、内容更新に関する方針を情報処理委員会に提案するという役割
をもっている。
「医学部ホームページに盛られる'情報の内容とその表現についての一般原則」が協
議され、 http://www.med.nagasaki-u.ac.jp/HTML/gakunai/iinkai.htmlに表記している
ように、以下のように集約された。
医学部のホームページに盛られる内容は、医学部の公的な立場から見て、有用と
考えられる情報とします。それらの情報は、公序良俗に反しない範囲で表現され、また
営利や個人の誹誘を目的としなし、こと、個人のプライバシーは保護することを原則とし
ます。
個人単位の(私的)情報をホームページにリンクすることは当初一年間については
原則として認めず、それ以後の課題とします。
ページ毎または教室毎に発信者を記載し，問合せ連絡先(メールアドレス等)を明確
にします。
ホームページの原案作成は、編集幹事として医学部基礎系講座、臨床系講座、事
務部より各1名出して、計3名で練っていただいたこれは主にホームページの最初と
次のページ面くらいまで、のファイル構造や項目の設定である。最近のネットワークの混
雑状況を意識し、できるだけ軽くしていただくよう心がけたつもりである。リンク先の表
紙のグラフィックスが重くて表示に時間がかかるにはさけるべきと考えた。各講座、施
設、事務部係からの発信を自在にしていただくため、専用ユーザーアカウントを設け、
ftpなどで随時更新していただけるようすると同時に発信責任を持っていただくようにし
た。まだ準備ができていない講座も多いが、中には結構凝った作りの講座ページもあ
るので是非一度訪れていただきたい(http://www.med.nagasaki-u.ac.jp/)。平成8年
12月12日から平成9年3月5日までのアクセス数は、のベ 3723件で一日平均 47件。
このベースが続くと年間15000件を越える見込みである。読者の獲得とそのリターンを
期待する訳だが、そのためには「知何に有用なJそして「新鮮な」情報を読者に提供で
きるかという、編集の基本に戻るわけで、そのためには定期的な見直しを重ね、リンク
のない白紙ページの一掃と頻繁な更新が必要となる。結局のところ、マンパワーが要
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求される。無理なくしカもそこそこに、とし、う線をどの辺に引くか、もう少し時間がたたな
いと見えてこないような気がする。もとより、流行を追いかけることは無理だしするつもり
も皆さんないが、年1""2回の更新は、職員の移動もあり、継続性の点からもやっていく
必要があるように思う。その際なによりも、読者の意見は貴重で、投書箱を是非近々に
設置したい。これはまだ正式ではないが、医学部からの眺望を生かして、「現在の稲佐
山景観JI現在の浦上天主堂景観Jなどを設置するのはどうだろうか。時事刻々の様子
を春夏秋冬、昼夜いつも見られることになる。
読者あってのホームページ。いったん発信し始めた以上、流行に安易な迎合をせ
ず、しカも読者が訪れやすく、専門家にも一般読者にも受け入れられるべく、発展させ
ていく責任を負い始めたので、ないだろうか。医学部ホームページ委員会で議論を重ね、
継続性のあるシステムを作ってし、くことが求められている。
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